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                                       要約 
 日本の不登校の問題を考えるうえで，常に世界の研究に目を向け続けることは必要である。
筆者は 1980 年から 1990 年までの研究の概観を行い，その継続研究として 1991 年から 毎年，
ERIC および PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の，2003 年以降は PSYCHOLOGICAL 
ABSTRACTS の不登校との関連が考えられるキーワード school attendance，school dropouts，
school phobia ，school refusal を持つ文献を分類してきている。その継続研究として 2008 年の
文献 80 件について取り上げ分類し検討を加えた。 
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  Ⅰ はじめに 
 筆者(1992a)は，諸外国と日本における不登校の初期研究を踏まえた上で，ERIC および
PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の school attendance, school dropouts, school phobia, school 







様，ERIC データベースと DIALOG データベースの PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS (PsycINFO
データベース)を用い，文献検索を行おうとした。しかし，ERIC データベースは 2003 年の文
献以降，データベースの検索方法を変更したため，2003 年以降の文献については，年毎の検索
ができなくなった。2008 年の文献についても検索方法が変更のままで，同様の形態の検索がで
きない状態のままである。2008 年の文献については，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS のみと
なる。検索方法は，インターネット経由での作業を行った。これらの中から不登校との関連が
考えられるものについて，キーワード毎に分類した。筆者の作業(1992a)に続くこの継続研究は，
今回で 18 年目に当たるが，同一規準で 18 年分の作業をし，世界での傾向を把握する基礎研究
の 2008 年分である。なお，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS での検索形態が変更になった段階
でこの基礎研究は終了することとする。 
  なお，ERIC データベースについては，キーワードでの検索については，佐藤の行ってきて
いる経年変化という形態での活用はできないが，費用が発生しないこともあり，現在も更新さ
れ続けている，有用な活用のできるデータベースである。 
 DIALOG データベースでの PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，school attendance に関する
文献が 548 件，school dropouts に関する文献が 257 件，school phobia に関する文献が 283 件，
school refusal に関する文献は 181 件であった。 
 PSYCHOLOGICAL ABSTRACTSデータベース 1,269件の文献の中で不登校との関連が考えら
れる 80 件について，キーワード毎に分類し，研究の概観をする。 
 
 Ⅱ 各キーワード毎の研究の概観 




  １ school attendance に関する研究の概観 
  2008年の school attendanceをキーワードに持つ文献は 548件が見いだされる。これらのうち，
ここでは 19 件を概観する。国別では，アメリカ合衆国が 15 件，英国が 2 件，カナダが 1 件，










期の治療介入サービスを受けている児童の 117 人の介護者が 20 項目の EIPSES を行った。尺度






評価する際に，最初の支持を EIPSES の有用性に提供している。 





































 Johnson ら(2008)は，school attendance にも関連するが，school refusal において取り上げる。 



























 Wood ら(2008)は，school attendance にも関連するが，school refusal において取り上げる。 
 Jonson ら(2008)は，school attendance にも関連するが，school refusal において取り上げる。 
 Glew ら(2008)は，いじめへの関与と学校での問題の関係を特定することを目的に研究を行っ















































校を基盤とするサポートサービスに加え，19 校にわたって 516 名の主としてラテンアメリカ系
の生徒の対象者において調査研究を行っている。多面的参加者に対して，若者の発達上にかか
わる機関によって行われる学校を基盤とする治療介入プログラムが，(1)サポートとなるサービ
ス，(2)サポートのサービスと SBM の 2 つのうちの 1 つが無作為に割り当てられた。地域に密
着した指導と比較して，部分的に機関が指導者を雇っていることに対する障害を経験したので，










て，SBM を含む多面的なプログラムを調整している開業医にとっては，指導者を最も SBM か
ら利益を得そうな若者に賢く提供し，指導者をサポートし，雇用することを援助するプログラ
ムの実行を強めることである。 
















 Inoue ら(2008)は，school attendance にも関連するが，school refusal において取り扱う。 
 
 ２ school dropouts に関する研究の概観 
 2008 年の school dropouts をキーワードに持つ文献 257 件のうち，関連の考えられる 21 件に
ついて概観する。国別では，アメリカ合衆国が 16 件，南アフリカが 1 件，韓国が 1 件，スペイ








上では中途退学をかなり占うものであった(OR = 1.08; 95% CI: 1.01-1.15)が，それ以下ではそう








 Claypool ら(2008)は，WISC-III の個々の知能尺度の結果に従って，6～16 歳の生徒を分類す
るために，全検査 IQ を用いる効果のいくつかを調べることによって，学校心理学の分野の進
行中の研究にかかわっている。言葉の読みと数学の計算での到達度水準が，IQ90～109 の平均





 Kearney(2008b)は，school dropouts にも関連するが，school refusal において取り上げることと
する。 








  Lleras(2008)は，国家教育縦断研究(NELS)からのデータを用いて，10 年生の集団に対する




















グラムである。このような人々との PCIT を利用する上での理論的正当性を展開し，ADHD の
兆候を測定した刊行された PCIT 治療処置結果の文献の概観を行うことを目的としている。文
献によれば，ADHD の児童は PCIT の調査研究に含まれており，証拠によれば，PCIT は ADHD
の幼い児童に有効かも知れないことを示唆している。しかし，将来的な研究では，ADHD に関
する PCIT の効果を特に調べる必要がある。 
 Chacko ら(2008)は，ADHD と診断された児童の未婚の母に対する伝統的な行動上の親の訓練
(BPT)に引き続く不十分な約束と結果に関連する推定される要因について述べるために，積極
的な子育てに対する戦略(STEPP)プログラムを展開している。ADHD の子どもの 12 人の未婚の







  McIntosh ら(2008)によると，中等学校から高等学校への移行での増加するリスク要因を与








































  Martinez-Gonzalez ら(2008)は，義務教育中学校から中途退学する危機にある十代の若者の教



















































率を報告していた。原級留置率は全体では 42％であるが，幼稚園と 1 年生で第一のピークがあ






 3   school phobia に関する研究の概観 
 2008 年の school phobia をキーワードに持つ文献 283 件のうち，関連の考えられる 17 件を取
り上げる。国別では，アメリカ合衆国が 8 件，英国が 4 件，スウェーデンが 1 件，オーストラ
リアが 2 件，オランダが 1 件，ドイツが 1 件をここでは取り上げることとする。 


























  Thambirajah ら(2008)は，school phobia にも関連するが，school refusal で取り上げる。 




















































































 Wood ら(2008)は，school phobia にも関連するが，school refusal で取り上げる。 


































ンの児童青年の双子の発達上の研究の 2,404 組の双子から 13～14 歳，16～17 歳，19～20 歳の

























 4  school refusal に関する文献 
 2008 年の school refusal をキーワードに持つ文献 181 件のうち，関連の考えられる 22 件を取
り上げる。国別では，アメリカ合衆国が 15 件，日本が 3 件，スペインが 1 件，オーストラリア
が 1 件，中華民国が 1 件，スイスが 1 件，ここでは取り上げることとする。 






  Dietz ら(2008)は，大うつ病性障害の児童，抑うつ状態に対する危機にある若者，健康な統制
群の家族における母子関係と子育ての形態の比較を行っている。現在抑うつ状態にある 43 人，













  Lewinsohn ら(2008)は，児童期の分離不安障害(SAD)が，19～30 歳の若い成人期の間の精神
病理学の進行に対する危機を与える範囲を確認することを目的として研究を行っている。オレ
ゴン青年期抑うつ状態プロジェクトの参加者 816 人の下位群が用いられた。対象者は，SAD を
含む生涯の精神疾患の遡及的報告と 16 歳での目下の精神疾患の並列的報告を提供し，30 歳ま
で将来を見通した追跡調査が行われた。診断評価は青年期の間に二回行われ，24 歳と 30 歳で，
再び行われた。児童期と青年期の間の診断に基づいて，対象者は次の 4 つの直交群に区切られ



















  Wilkins(2008)は，以前に登校拒否をしていた 4 人の高校生が意識的に特別支援を要する生徒
に対する選択的 K-12 学校に参加した理由を調査研究している。この研究を規定している 2 つ
の調査研究の問題は，(a)通常の学校への登校を拒否した生徒が，なぜ Brookfield Park に意識的
に参加しようとするのか，（b）どのような方法で Brookfield Park が伝統的な学校と異なるのか
ということである。これらの質問に答えるために，北東の公立学校である，Brookfield Park で




  Brown ら(2008)は，school refusal にも関連するが，school attendance で取り上げる。 







  Inoue ら(2008)によると，日本の主な社会的問題として，登校拒否生徒の数の増加が報告さ
れている。ここでは，日本での登校拒否生徒の目下の状態を記述している。 





























  Logan ら(2008)は，三次医療小児慢性痛クリニックでの評価に対して，青年男女に対する学

































面的リスクと防御的要因と FSS の潜在的発達過程が特定される。FSS の比較的広い，発達上の
考えを取る必要性を強調している。発達上の精神病理学の信条が，別々の実体あるいは診断と
してよりも，重篤さの連続に関する考えられる FSS の有用性を強調している。 

















  Steinhausen ら(2008)によると，青年男女の自己報告データに基づく学校恐怖と怠学の頻度，






































































































































 Ⅲ おわりに 










 2008 年の DIALOG データベースでの PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，2009 年 6 月現
在で，school attendance に関する文献が 548 件，school dropouts に関する文献が 257 件，school 
phobia に関する文献が 283 件，school refusal に関する文献は 181 件であった。2008 年の検索文
献総数は 1,269 件であり，このうち 80 件について取り上げた。検索文献件数は，1997 年 101
件，1998 年 95 件，1999 年 118 件，2000 年 166 件，2001 年 289 件，2002 年 280 件，2003 年 371
件，2004 年 833 件，2005 年 935 件，2006 年 806 件，2007 年 1,225 件，2008 年 1,269 件であり，




 基礎研究としての ERIC および PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の文献を用いた世界の不登
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